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油
断
は
禁
物
!! 

多
様
化
す
る
詐
欺
手
口 

去
年
の
今
頃
は
、
11
月
の
初
雪
に
驚
い
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
比
較
的
穏
や
か
に
季
節
が
移
り
替
わ
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。 

と
は
い
え
、
1
日
の
寒
暖
差
が
10
℃
以
上
に
な
る
よ
う
な

季
節
で
す
。
皆
さ
ま
は
ど
の
よ
う
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

因
み
に
、
10
℃
の
気
温
差
が
あ
る
と
洋
服
2
枚
分
の
調
整
が

必
要
な
の
だ
そ
う
で
す
。 

12
月
に
入
る
と
本
格
的
な
冬
の
始
ま
り
で
す
。
朝
晩
の

冷
え
込
み
も
増
し
、
日
中
も
気
温
の
上
が
ら
な
い
季
節
と
な
り

ま
す
が
、
心
は
ホ
ッ
と
温
か
く
な
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
皆
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
た
ケ
ア
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

さ
て
、
今
回
の
エ
メ
ラ
ル
ド
通
信
は
、
年
末
年
始
に
向
け
て

気
を
付
け
た
い
防
犯
情
報
や
、
窓
口
営
業
案
内
、

皆
様
か
ら
の
作
品
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
ご
紹
介
を

い
た
し
ま
す
。 

是
非
、
お
手
に
取
っ
て
ゆ
っ
く
り
と

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

あ
る
日
、
ヘ
ル
パ
ー
か
ら
こ
ん
な
話
を

聞
き
ま
し
た
。 

「『
不
用
品
を
引
き
取
り
ま
す
』
と
電
話
が
き
た
か
ら
お
願

い
を
し
た
ら
、
引
き
取
り
に
来
た
業
者
に
、
家
に
あ
る
貴
金

属
も
見
せ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
、
売
る
つ
も
り
も
な
く
見
せ

た
ら
、
そ
の
ま
ま
強
引
に
買
い
取
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
っ
て
詐
欺
で
す
よ
ね
？
」 

調
べ
て
み
る
と
、
本
人
の
同
意
も
な
く
、
買
取
価
格
も

相
場
を
下
回
る
よ
う
な
状
態
で
、
強
引
に
引
き
取
ら
れ
て

し
ま
っ
た
場
合
、
こ
れ
は
立
派
な
買
取
詐
欺
と
の
こ
と
。 

た
だ
、
強
引
な
が
ら
も
本
人
が
同
意
を
し
て
し
ま
っ
た

ケ
ー
ス
に
関
し
て
は
、
詐
欺
と
し
て
取
り
扱
っ
て
も
ら
え
な

い
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

い
ず
れ
も
、
引
き
取
ら
れ
た
品
物
を
後
か
ら
取
り
戻
す

こ
と
は
難
し
い
の
で
、キ
ッ
パ
リ
と
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

他
に
も
浦
安
市
内
で
は
様
々
な
詐
欺
被
害
の
報
告
が
あ
り

ま
す
。 

詳
し
い
内
容
は
、
中
の
特
集
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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年末年始の窓口営業ご案内 

上記期間は、窓口業務を休業させていただきます。 

予定変更などがございましたら、早めのご連絡をお願いいたします。 

ご不便をお掛けしますが、ご了承のほど宜しくお願い申し上げます。 

【ご連絡先】訪問介護：047(351)4140 相談支援：047(351)4155 
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皆さまからご提供された作品を豆知識と共にご紹介いたします。 

どうぞ、ごゆっくりとお楽しみください。 

1つ目の作品は、布で作られたお婆ちゃんのお人形です。 

髪は毛糸、顔や体はフェルトに綿を詰めているのでしょうか。

着物にちゃんちゃんこという姿で座布団に正座しています。 

まるで、コックリコックリとうたた寝をしているように

うつむきながら、手を膝の上に合わせ、チョコンと座っている

その姿は本当に愛らしいです。 

このお人形は利用者様の手作りで、お人形が着ている着物も

娘さんが着なくなった洋服に刺しゅうを施し、リメイクして

作られたそうです。その細かな作業にとても感動いたしました！ 

利用者：O様提供 

今回のお人形が着ているちゃんちゃんこは「赤」では

ありませんが、還暦のお祝いには赤いちゃんちゃんこが

贈られます。これは、60歳で干支が生まれた年と一緒になることから「赤ちゃんに戻る」

という意味で赤子の「赤」が贈られるようになったそうです。 

そこで無知な私は疑問に思いました。干支は 12年で戻るのでは？ 

実は、干支は「干」と「支」に分かれていて、正確には 10干 12支。 

年賀状などに描かれる動物などは 12支にあたります。 

そういえば、「丙午」「庚申」なんて言葉を聞いたことがあります。この組み合わせが

60種あり、60歳でちょうど生まれた年と同じになるということなんですね。 

2つ目の作品は、パン・フラワーの壁飾りです。 

パン・フラワーとは、その名の通り素材は「パン」です。 

パンを粘土状にしたもので、作品を作っていきます。 

今回の作品は居室と廊下の境目でしょうか、柱から梁にかけ

て、くの字型に這う蔦に淡い薄ピンクの花がいくつも咲いてい

ます。 

とても大きな作品で、目を見張るものがあります。 

まるで本物の花のように美しく、パンで作られたものとは想

像もできないほどの作品です。 

利用者：T様提供 

 

パン・フラワーは、メキシコの家庭から始まったそうです。 

メキシコでは、パンを食べる際、外側のパリパリした部分

を食べ、中のやわらかい部分は捨てていました。 

もったいないと思った主婦たちが、そのパンを利用して手

芸品を作り出したとのこと。 

当時のもったいない精神が、今の素敵な趣味につながるの

ですね。  
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3つ目は、テディベアの新郎新婦です。 

左側は黒のタキシード姿の新郎、右は白い

ウィデングドレス姿の新婦が仲良く並んでいま

す。 

那須にあるテディベアミュージアムで撮影し

た 1枚だそうです。 

小さくつぶらな瞳でこちらを見ている新郎新

婦に思わずカメラを向けてしまいたくなる気持

ちが伝わる 1枚ですね。 

利用者：H様提供 

 

テディベアが世界中から愛される理由はその愛らしい容姿からだけではありません。 

かつて、アメリカのテディベア愛好家が、心の支えを必要とする人々のために、テディ

ベアを贈る活動を始めました。自身も病弱な幼少期を過ごし、テディベアに励まされた

ことが活動のきっかけです。この活動に共感した世界中のテディベア愛好家が、活動の

輪を広げました。人への愛情と優しさの詰まったテディベアだからこそ、誰からも

愛される存在となったのですね。 

日常の「クスッ」となること「ビックリ！」したこと「ホッコリ」すること。 

利用者様とスタッフが自由に交流できる投稿コーナーです。 

仕事柄、目に障害のある方のガイドで電車やバスを利用する

ことが多々あります。そうした中、どの交通機関でも、入口近くに座っている

方々が「こちらどうぞ」と席を譲ってくれます。若い方も高齢の方も、声をかけてくれ、

時には、ガイドの私へ「あなたもどうぞ」と言ってくれることもあります。ラッシュ時の

混み合った車内などでは非常に有難く感じています。 

体の不自由な方に嫌な顔ひとつせず場を譲れる心のゆとり、そして余裕のある人間て、

スマートで格好いいですね。     訪問介護部：大塚 貴一 

【テレビショッピングと視覚障がい者】 

1人で自由にショッピングに出かけることが出来ない私は、結構テレビショッピングを利用

する。 

成功率は、「まぁまぁ」と「ヒット」合わせて 2 割程度で、後の 8 割は「美味しくない」

「素材や色、デザインが思っていたのとは違う」などで手元からはさようならとなる。 

家族のものは、「見えないんだから勝手に買うんじゃないよ」というが、たとえ間違いが

多くても自分の判断や考えで決めて買ったという満足は、光を失って以降、人の好みや思考を

通しての判断が多くなる中、唯一自分が出来る数少ない決定行為の 1つである。 

そんな中、1パーセントくらいの確率でクリーンヒットが出たときは、過去 99パーセント

の失敗は一気に吹っ飛んでしまう。 

たぶん、競馬で万馬券を当てた人と似た感情かもしれない。 

その時の快感にハマってしまうのである！ エメラルドサポート(株)社長 佐藤 尚美 
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「私は大丈夫！」 

そんな風に思ってしまいがちですが、トップページで紹介した手口以外にも浦安市では様々

な詐欺の手口が報告されています。 

詐欺グループの手口を知ることで、騙されない知識を身に付けましょう！ 

 ケース 1 「訴訟を起こす」というハガキが送られてきた！ 

国民訴訟通達センターと名乗る団体から「最終告知」という名目で、「連絡のない場合

には給与等の差し押さえを強制的に履行する」等が記載されたハガキが届き、そこに記載

された連絡先に電話すると、国民訴訟通達センターの担当者や弁護士と名乗る人物が

「訴訟を取り下げるには供託金が必要」等と言い、コンビニ等でお金を振り込ませます。 

 ケース 2 大手家電量販店から電話がかかってきた！ 

大手家電量販店を名乗る人物から「娘（息子）さんが、あなた名義のキャッシュカード

を持って来店されました。貸しましたか？」という連絡が入り、その後、警察官や銀行員

を名乗る人物が、事実確認と称して暗証番号を聞き出し、キャッシュカードを預かる等と

言って騙し取ります。 

同様の手口で、大手スーパーやデパートから「あなたのキャッシュカードが不正に利用

されている」という連絡が入るパターンもあります。 

 ケース 3 大手クレジット会社から電話がかかってきた！ 

大手クレジット会社のカスタマーセンターを名乗る人物から「○○万円利用分の支払い

が確認できない」という連絡が入り、「心当たりがない」と応えると、「詐欺被害に遭われ

た可能性がありますね」と言われ、「○○警察署刑事課と合同捜査しているので、電話を

つなぎます」と言って、氏名や生年月日を確認されます。 

その後、ケース 2と同様に事実確認と称して、警察官や銀行員を名乗る人物が暗証番号

を聞き出し、キャッシュカードを騙し取ります。 

上記のケースは、今年 10 月の 1 か月間だけで確認

できた情報です。 

今年 1年間で調べれば、もっとたくさんのケースがある

はずです。 

どんなケースが発生しても、電話口でお金の話が出て

きたら、1 人で解決しようとせず、家族や知人に相談

しましょう！ 

とはいえ、お金の話はそう簡単には相談できない。 

そんな時は、行動に移す前に、浦安警察署（０４７－３５０－０１１０）へ相談して

みてください。 

こんなにある！ 


